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北栄町社会福祉協議会だより

　9月22日、北栄町社会福祉センター・大誠体
育館を主会場に、福祉まつり2019を開催しま
した。
　昨年は台風により中止したため、2年ぶりの
開催となりました。来場くださった町民の皆
さま、ボランティアで参加くださった方々、こ
の福祉まつりへの協力団体の方々のおかげで
開催できたことを、厚くお礼申し上げます。
　なお、チャリティー収益金は、当初の計画ど
おり歳末たすけあい募金へ寄付させていただ
きます。

北栄町福
祉まつり2019を開催しました
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　去る９月22日（日）、北栄町社会福祉センターにて、「みんなでつくろうたすけあいのある北栄町」を
テーマに福祉講演会を開催し、61名の参加がありました。その中で、地域での取り組みの事例発表をして
いただきました。安心して暮らせる地域づくりのために、住民同士での支えあい、助けあいの活動がはじ
まっています。

⃝（ほくほく食堂は）こども主体の取り組みでやる
とすると、保護者は、保育サポート目的のように
受け止めている。高齢者、中年、青年も対象とし
た活動はできないか。
⃝さらに、広く多くの事例を取り上げて紹介する
のが良い。
⃝地域のみんなでやることが長続きの秘訣で対象
者も、ボランティアも元気になれるという実践
例をもとに、これからの少子高齢化社会の乗り
切りを学べてよかった。
⃝支えあいの大切さがわかった。とてもわかりや
すくてよかった。
⃝今後の活動に役立てることができそうなお話し
だった。

演題：「みんなでつくろう
たすけあいのある北栄町」

講師：公益財団法人 さわやか福祉財団
　　　　高 橋 　 望 氏

福祉まつり2019福祉講演会アンケートより

取り組み発表

講　　演　　会

【発表者】
★「土下地区の取り組み報告」
　　～誰でも気軽に立ち寄れる居場所づくり～
　　　土下はなさぁ～会　岸田加代子氏
　　　　　　　　　　　　蓑原美百合氏
★「ほくほく食堂の取り組み」
　　～子どもから高齢者まで立ち寄れる

コミュニティーセンター～
　　　北栄人権文化センター（ほくほくプラザ）
　　　　　　　　　　　　中 江 人 美氏

福祉まつり2019 福祉講演会

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
新

年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。
旧
年
中
は
、
北
栄
町
社
会
福
祉
協
議
会
の

活
動
に
対
し
て
、
多
大
な
御
支
援
と
御
協
力
を

い
た
だ
き
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
令
和
と
い
う
新
し
い
時
代
が
始
ま

り
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
、
全
国
各
地
で
大

き
な
自
然
災
害
が
発
生
し
た
年
で
も
あ
り
ま
し

た
。「
天
災
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
く
る
」
と

い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
最
近
は
「
天
災
は

毎
年
や
っ
て
く
る
」
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
災

害
発
生
時
の
避
難
行
動
や
災
害
か
ら
の
復
旧
・

復
興
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
の
地
域
の
助
け
合
い

や
支
え
あ
い
活
動
が
大
き
な
力
に
な
り
ま
す
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
各
自
治
会
の
御
協

力
に
よ
り
愛
の
輪
協
力
員
や
福
祉
推
進
員
を
委

嘱
し
、
対
象
者
へ
の
声
か
け
や
安
否
確
認
な
ど

の
見
守
り
活
動
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
ま
た
、
地
域
で
気
軽
に
集
え
る
場
と
し
て

「
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」
も
多
く
の
自
治
会
で
取

り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
充
実
す
る
と

と
も
に
、
様
々
な
課
題
に
も
対
応
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
災
害
時
に
支
援
が

必
要
な
人
や
支
え
手
に
な
れ
る
人
の
情
報
を
地

域
で
共
有
す
る
「
支
え
愛
マ
ッ
プ
」
の
取
り
組

み
を
さ
ら
に
普
及
し
て
い
く
こ
と
。
高
齢
等
の

理
由
で
運
転
免
許
証
を
返
納
さ
れ
る
人
が
増
え

て
お
り
、
買
い
物
や
通
院
な
ど
の
移
動
手
段
を

確
保
す
る
こ
と
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
北
栄
町
が

誰
に
と
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
し
や
す
い
町
と

な
る
よ
う
町
民
の
皆
様
の
御
理
解
と
積
極
的
な

参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
春
の
ご
あ
い
さ
つ

北
栄
町
社
会
福
祉
協
議
会

会
　
長
　
大
西
孝
弘
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各
種
寄
付
金
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

社
会
福
祉
協
議
会
に
お
寄
せ
い
た
だ
く
香
典
返
し
等
の
寄
付
金
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

12
月
15
日
ま
で
に
寄
付
し
て
い
た
だ
い
た
方
々
で
す
。
な
お
、「
ふ
れ
あ
い
」の
発
行
は
三
ヶ

月
に
一
度
の
た
め
、
掲
載
期
日
が
遅
れ
ま
す
こ
と
を
御
承
諾
く
だ
さ
い
。

香
典
返
し
に
か
え
て

金
一
封　
　

江　

北　
　

涌
嶋　

義
文
さ
ん

　
（
父　

薫　

様　

死
去
に
よ
る
香
典
返
し
）

金
一
封　
　

東　

園　
　

山
本　

博
美
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
父　

 

廣 　

様　

〃　

）

金
一
封　
　

国　

坂　
　

野
嶋　

義
夫
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
母　

春
枝　

様　

〃　

）

金
一
封　
　

東　

園　
　

岩
間　

興
宏
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
母　

君
枝　

様　

〃　

）

金
一
封　
　

由
３
区　
　

木
内　
　

修
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
父　

修
一　

様　

〃　

）

金
一
封　
　

亀　

谷　
　

河
本　

美
穂
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
祖
父　

忠
雄
様　

〃　

）

金
一
封　
　

由
１
区　
　

山
口　

雅
史
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
父　

 

聰 　

様　

〃　

）

金
一
封　
　

北
条
島　
　

宇
田
川
誠
章
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
母　

君
江　

様　

〃　

）

金
一
封　
　

江
北
浜　
　

友
定　

幸
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
夫　

眞
人　

様　

〃　

）

金
一
封　
　

倉
吉
市　
　

山
本　

茂
樹
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
弟 

村
岡
克
範
様　

〃　

）

金
一
封　
　

由
１
区　
　

三
木　

浩
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
夫　

茂
幸　

様　

〃　

）

金
一
封　
　

亀　

谷　
　

山
本　

忠
人
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
父　

勇
太
郎
様　

〃　

）

金
一
封　
　

大　

島　
　

福
光　

純
一
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
父　

 

衞 　

様　

〃　

）

金
一
封　
　

田　

井　
　

小
寺　

貞
義
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
妻　

君
子　

様　

〃　

）

金
一
封　
　

東
高
尾　
　

池
本　

公
英
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
父　

嘉
昭　

様　

〃　

）

金
一
封　
　

東
新
田
場　

磯
江　

節
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
夫　

勝
昌　

様　

〃　

）

金
一
封　
　

大　

野　
　

中
口　
　

茂
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
母 

川
口
よ
し
の
様　

〃　

）

　
　
　
　
　
　
　
（
弟 

川
口
義
人
様　

〃　

）

金
一
封　
　

米　

里　
　

田
村　
　

正
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
母　

龍
子　

様　

〃　

）

金
一
封　
　

西
新
田
場　

竹
内　

陽
一
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
母　

春
子　

様　

〃　

）

金
一
封　
　

東
新
田
場　

中
田　

賢
一
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
母　

ふ
ゆ
子
様　

〃　

）

金
一
封　
　

由
３
区　
　

道
祖
尾
浩
一
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
父　

末
夫　

様　

〃　

）

金
一
封　
　

亀　

谷　
　

山
下　

正
明
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
母　

佳
代
子
様　

〃　

）

金
一
封　
　

駅　

前　
　

竺
原　

福
江
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
夫　

武
光　

様　

〃　

）

◎ 

寄
付
金
額
等
の
記
載
に
つ
き
ま
し
て
は
、

寄
付
者
御
本
人
の
了
解
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
金
一
封
に
つ
き
ま
し
て
は
、
金
額

の
多
少
に
か
か
わ
ら
ず
、
寄
付
者
御
本
人

の
意
思
に
よ
る
も
の
で
す
。

食
事
サ
ー
ビ
ス
等
寄
付

ほ
の
ぼ
の
会 

様　
　
　
　
　
　
　

 

野　

菜

由
１
区　

 

飯
田　

博
孝 

様　
　
　

野　

菜

由
２
区　

 

錦
織　

幸
代 

様　

バ
ス
タ
オ
ル

大　

谷　

 

杉
川
恵
美
子 

様　
　
　

野　

菜

西
穂
波　

 

田
中　

一
弘 

様　
　
　

野　

菜

高
千
穂　

 

盛
山
由
紀
子 

様　
　
　

野　

菜

北
条
島　

 

山
根　

定
雄 

様　
　
　

野　

菜

曲　
　
　

 

坂
本
咲
紀
恵 

様　
　
　

野　

菜

東　

園　

 

永
田　

文
子 

様　
　
　

野　

菜

亀　

谷　

 

田
中
裕
紀
恵 

様　
　
　

野　

菜

　

十
月
二
十
四
日（
木
）、
本
年
度

第
一
回
目
の
「
在
宅
介
護
者
の
集

い
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
バ
ス
旅
行
は
、
安
来
節

演
芸
館
、
足
立
美
術
館
、
清
水
寺

な
ど
に
出
か
け
ま
し
た
。

　

安
来
節
演
芸
館
で
は
舞
台
に
て

実
演
さ
れ
た
安
来
節（
唄
と
踊
り
）

を
楽
し
み
、「
ち
ょ
こ
っ
と
体
験

コ
ー
ナ
ー
」
で
踊
り
に
参
加
さ
れ

た
方
も
あ
り
、
大
変
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

　

足
立
美
術
館
は
雨
に
濡
れ
て
緑

が
濃
く
な
っ
た
美
し
い
庭
園
を
眺

め
て
、
ゆ
っ
く
り
と
す
る
時
間
が

持
て
ま
し
た
。
ま
た
、
限
ら
れ
た

時
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
日
頃

抱
え
る
悩
み
や
思
い
を
介
護
者
同

士
で
お
話
し
で
き
た
こ
と
は
、
良

い
気
分
転
換
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　

今
後
も
集
い
の
場
を
企
画
し
て

介
護
者
の

慰
労
と
交

流
、
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ

を
図
り
た

い
と
思
い

ま
す
。
皆

さ
ん
の
参

加
を
お
待

ち
し
て
い

ま
す
。 在

宅
介
護
者
の
集
い

認
知
症
行
方
不
明
者
の
捜
索
模
擬
訓
練

「
カ
ラ
オ
ケ
し
あ
わ
せ
会
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
演
歌

の
集
い
」よ
り
御
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た

　
十
月
二
十
六
日（
土
）
に
大
島
自
治
会
で
行
わ
れ

た
「
認
知
症
行
方
不
明
者
の
捜
索
模
擬
訓
練
」
に

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

大
島
自
治
会
内
で
認
知
症
の
方
が
行
方
不
明

と
な
っ
た
と
想
定
し
住

民
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
、
警
察
、
施
設
職
員

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
共
同
で
捜

索
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
訓
練
を
通
し
て
地

域
全
体
で
見
守
る
意
識
が

向
上
し
、
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な

が
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　
九
月
二
十
二
日（
日
）に
カ
ラ
オ
ケ
し
あ
わ
せ
会

（
実
行
委
員
長 

福
光
寿
昭
様
）主
催
の
「
カ
ラ
オ
ケ

し
あ
わ
せ
会
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
演
歌
の
集
い
」
を
北

栄
町
大
栄
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
さ

れ
、
町
内
外
の
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
家
の
方
々
が
、
日

ご
ろ
の
練
習
の
成

果
を
披
露
さ
れ
ま

し
た
。

　

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

で
お
寄
せ
い
た
だ

い
た
寄
付
金
は
、

地
域
福
祉
の
財
源

と
し
て
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
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お
気
軽
に
御
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
、秘
密
は
厳
守
、予
約
は
不
要
。

この広報紙は赤い羽根共同募金の配分金で作成しています。

相談日 相談員氏名 相談所 相談日 相談員氏名 相談所
1月  6日㈪ 福光正子・岡﨑千賀子 行政相談☆ 2月  7日㈮ 福光正子・岡﨑千賀子 行政相談★

9日㈭ 奥田よしの子・吉本孝裕 人権相談☆ 20日㈭ 山根義文・山信賀津子 よろず相談★
10日㈮ 福光正子・岡﨑千賀子 行政相談★ 3月  5日㈭ 福光正子・岡﨑千賀子 行政相談☆
16日㈭ 塚本美知子・寺方弘美 よろず相談☆ 12日㈭ 畔田敏子・奥田よしの子 人権相談☆

2月  3日㈪ 福光正子・岡﨑千賀子 行政相談☆ 13日㈮ 福光正子・岡﨑千賀子 行政相談★
6日㈭ 竹原光余・遠藤隆好 人権相談★ 17日㈫ 濱川康夫・岩垣春枝 よろず相談☆

総
合
相
談
所

●開設時間　午後1時から午後3時
●開設場所　☆北栄町社会福祉センター（瀬戸36－2）　★北条高齢者福祉センター（田井46－2）
　　　　　　※行政相談は、月１回ずつ北条・大栄地区で開設いたします。

福祉相談 ㈪〜㈮  9：00〜17：00
祝祭日・年末年始除く 北栄町社会福祉センター 社会福祉協議会職員

（ケアマネージャー）

広報紙掲載内容についての問い合わせ・申込み・相談
社会福祉法人北栄町社会福祉協議会� 電話�37－4522

「
中
部
大
衆
歌
謡
祭
」の
収
益

金
を
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た

御
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
十
一
月
二
十
三
日
、
鳥
取
県
大
衆
音

楽
協
会
中
部
支
部（
代
表 

山
下
正
明

様
）が
主
催
と
な
り
、
社
会
福
祉
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
「
第
十
回
中

部
大
衆
歌
謡
祭
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
、
会
場
で

あ
る
大
栄
農
村
環

境
改
善
セ
ン
タ
ー
へ

設
置
さ
れ
た
募
金

箱
と
出
演
者
か
ら

の
寄
付
金
を
合
せ

て
、
十
二
万
八
千
四

百
八
十
八
円
を
社
会

福
祉
協
議
会
へ
寄
付

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
、
Ｊ
Ａ
鳥
取
中
央
農
業
協

同
組
合
女
性
会
大
栄
支
部（
会
長 

竹
信

啓
子
様
）か
ら
、
新
米
き
ぬ
む
す
め
と
手

縫
い
雑
巾
、
Ｊ
Ａ
鳥
取
中
央
北
条
支
部

女
性
会（
会
長 

淀
瀬
千
賀
子
様
）か
ら

コ
シ
ヒ
カ
リ
を
社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄

付
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
Ｊ
Ａ

女
性
会
が
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
た
め

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
寄
付
い
た
だ
い
た
米
と
雑
巾
は
本
会

の
各
事
業
所
で
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

食生活改善推進員連絡協議会には
真心たっぷりの昼食を作っていた
だきました。

日赤奉仕団による演芸を披露いた
だきました。参加者は、大喜びでし
た。また、参加者へのお土産として、
かるかん饅頭をいただきました。

参加者の見守り、運営のお手伝い
をしていただいた民生児童委員協
議会の方々。

ひとり暮らし高齢者のつどい
「ひとり暮らし高齢者のつどい（会食会）」が、11月28日（木）北条農村環境改善センターにおいて開催されました。

ボランティアの皆様に御協力いただき盛大な会となりましたことを感謝申し上げます。

リクリエーションで歌って、笑って

　このひとり暮らし高齢者のつどい
は、各戸などに御協力いただいていま
す「歳末たすけあい募金」の配分金を
財源としています。町民の皆様からの
あたたかい募金は、一人でお暮しの高
齢者の方々が、住み慣れた地域で暮ら
していくための貴重なネットワーク
づくりにつながっています。


